
　

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。　

　

今
回
は
、
停
車
駅
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
駅
に
つ
い
て
は
、

沿
線
都
府
県
に
１
駅
ず
つ
設
置
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
東
京
都
―
名
古
屋

市
間
で
は
、
発
着
駅
の
ほ
か
に
神
奈
川
、

山
梨
、
長
野
、
岐
阜
の
４
県
に
中
間
駅
が

設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

建
設
費
用 
患
患

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
想
定
で
は
、
中
間
駅
の
う

ち
神
奈
川
が
地
下
駅
、
山
梨
、
長
野
、
岐

阜
を
地
上
駅
と
し
て
お
り
、
建
設
費
用
は
、

地
下
駅
が
約
２
埀
５
０
０
億
円
、
地
上
駅

が
約
４
６
０
億
円
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
こ
の
う
ち
駅
本
体
に
係

る
部
分
の
負
担
（
地
上
駅
で
は
３
５
０
億

円
）
を
地
元
に
求
め
る
方
針
で
す
が
、
沿

線
の
知
事
は
難
色
を
示
し
て
お
り
、
今
後
、

国
、
沿
線
自
治
体
、
Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
に
よ

る
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　
　

　

設
置
の
条
件 
患
患

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
駅
設
置
の
条
件
と
し
て
、

直
線
区
間
、
原
則
レ
ベ
ル
（
水
平
）
区
間

に
設
置
す
る
こ
と
と
、
既
存
鉄
道
な
ど
の

交
通
機
関
と
結
節
す
る
な
ど
、
高
い
利
便

性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
さ
ら
に
、

連
続
し
て
時
速
５
０
０
キ
ロ
で
、
で
き
る

限
り
長
い
距
離
を
走
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
駅
の
数
は
少
な
く
、
駅
と
駅
の

間
隔
は
で
き
る
だ
け
長
い
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
て
い
ま
す
。　

　

構　

造 
患
患

　

岐
阜
県
で
は
、
ル
ー
ト
上
の
東
濃
地
域

に
駅
（
地
上
駅
）
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

駅
の
形
態
は
、
輸
送
空
間
（
本
線
お
よ

び
副
本
線
）、
移
動
空
間
（
ホ
ー
ム
、
コ
ン

コ
ー
ス
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
、

階
段
等
）、接
客
空
間
（
出
改
札
、
後
方
支

援
施
設
等
）
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

駅
は
、
２
面
４
線
島
式
（
図
１
・
※
１
）

が
基
本
で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
本
線
か
ら

副
本
線
に
引
き
込
ん
で
停
車
さ
せ
る
た
め

に
は
約
１
０
０
０
ｍ
の
長
さ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。　

　

幅
は
、
本
線
、
副
本
線
、
ホ
ー
ム
を
合

わ
せ
る
と　

ｍ
以
上
必
要
（
図
２
）
で
、

45

駅
を
設
置
す
る
に
は
、
前
記
の
駅
設
置
の

条
件
に
加
え
て
、
広
い
場
所
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
322

図１

図２　駅断面図

「
市
民
に
よ
る
行
政
改
革
委
員
会
」
の
報
告

「
活
動
報
告
書
」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た　
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意活動報告書が古田委員長から市長へ

※１　プラットホームが２面あり、それぞれの両側が線路に

接しており、最大４本の列車が同時に停車できる形式




